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東海北陸ブロック 
東海北陸ブロック地域小児がん連携協議会 

＜議事概要＞ 

１）昨年度からの東海北陸ブロックとしての取り組みについて 

２）第３期がん対策基本計画としてのAYA世代がんについて 

３）各施設における診療状況と課題について 

  ・各施設での長期フォローアップ体制 

  ・各施設でのAYA世代がんの診療など 

４）TV会議システム活用について 

５）その他 



東海北陸ブロック 
第２回多職種連携研修会 in 金沢 

【感想】 

2017/6/10開催 
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東海北陸ブロック 
第１回小児がん診療病院相談支援部会 

2017/10/29開催 



東海北陸ブロック 
ブロック内小児がん看護師育成研修計画 

【活動目標】 

東海北陸ブロック小児がん診療病院の看護連携及び情報交換を行い、
看護ケアの質の向上を図る 

【今年度の活動】 

東海北陸ブロック内の小児がん診療病院看護部長宛に趣旨説明の文
書を送付 

第1回東海北陸ブロック小児がん看護研修会（仮）を2019年1月ま
たは2月に開催 

開催は、年1回とし拠点病院が持ち回りで施行 

その他、メール等で看護師間の相談、意見交換が気軽に行えるシス
テムの構築を検討 

【第1回東海北陸ブロック小児がん拠点看護研修会議】 

日時：平成30年5月29日  

場所：名古屋大学医学部附属病院 



小児血液・がんセミナー in 中部 

全国初のＴＶ会議システムによる小児血液・がんセミナー 
ＴＶ会議システムのセミナーで学会専門医更新単位認定（５単位）されたのは初めて 

東海北陸ブロック 

（うち接続会場以外参加者数11名） 

  接続会場 参加者数 

1 名古屋大学 22 

2 岐阜大学 11 

3 三重大学 7 

4 浜松医科大学 7 

5 静岡県立こども病院 8 

6 信州大学 8 

7 金沢大学 7 

8 金沢医科大学 9 

9 福井大学 6 

  計 85名 

 2018/2/27(火)17:30～19:30開催 



ＴＶ会議システムを用いたウェブ症例 
検討会および小児血液・がんセミナー in 中部 

金沢大学メディア基盤センター内 
北信がんプロＴＶ会議システムの利用 

（１）Ｗｅｂ症例検討会：2017年9月15日(金)17:30- 

       接続拠点５か所（名古屋大学、金沢大学、金沢医科大学、  

                福井大学、石川県立看護大学） 

（２）小児血液・がんセミナー in 中部：2018年2月27日(火)17:30- 

        接続拠点９か所（名古屋大学、三重大学、金沢大学、 

          金沢医科大学、福井大学、信州大学、岐阜大学、 

          浜松医科大学、静岡こども病院） 

 

＊年２回開催（夏と冬）し、１回は症例検討会、１回は
小児血液・がんセミナーin 中部として開催している 

東海北陸ブロック 



多職種支援型長期フォローアップ外来の導入（名大病院） 

●患者受け入れ 
  週1回午後2枠を設け、完全予約制で患者受け入れ 
 

●事前カンファレンス 
 月1回（繁忙時は2回以上）多職種（医師・薬剤師・MSW・看護師） 
 で事前カンファレンスを行う 
【カンファレンス内容】 
 「小児がん経験者のためのトランジションステップ：国立成育医療研究センター 
 小児がんセンター編」に沿って受診時確認すべきことの共有 
 
 時系列・多方面からの患者の把握 
 
 過去：入院時の様子（必要に応じ当時の主治医やCLSにも確認）、家族 
 背景、病名告知の状況、治療内容、治療中合併症、薬剤投与量 
 
 現在：就学・就職などの生活環境、現在の問題点、他科への紹介状況 
 
 将来：予測される晩期合併症、利用できる社会資源の可能性など 



・FOLLOW UP DIARY（化学療法経験者） 
・造血細胞移植健康手帳（移植経験者） 
 
診断・治療内容の正確な記録と経過観察 
中の情報を自ら管理して保管・活用する 

採血 
採尿など 
検査 

問診票
記入 

看護師・ 
ＭＳＷに
よる面談 

医師による
診察 
結果説明 

お昼ころからスタート！ 

当日確認できない結果は
後日郵送します 

保護者と患児個別に対応する 

多職種支援型長期フォローアップ：受診当日 



受診者性別内訳  
   男児   16名 
   女児   12名 
 
受診者年齢内訳 
   就学前  4名 
   小学生  4名 
   中学生  8名 
   高校生  5名 
   18歳以上  7名 
 
移植経験の有無 
   あり   23名 
   なし   5名 

1時間以下 

0人 

1時間～1時

間30分 

３名 

1時間30分

～2時間 

7名 

2時間以上 

3名 

看護師・MSW面談合計時間 
2016/12〜2017/9までの13名について 

多職種支援型長期フォローアップ外来：受診状況 



定例会 

セミナー後に患者
ＯＢどうしの情報交
換会 

定例会 

セミナー「晩期合併
症と長期フォロー
アップ外来」の様子 

定例会 
夜の部 
教授も参加 Croissance【クロワッサンス】 成長 

患者教育：小児がん患者OB会発足（名大病院） 



三重大学病院 活動実績 

 診療体制整備 

 患者・家族支援体制整備 

• 院内 

• 院内外 

• 院外 

1. 造血細胞移植前カンファレンス（新規）  
 関連診療科、薬剤部、リハビリ部、緩和ケアセンター、栄養部、 
 医療福祉支援センター、小児トータルケアセンター 

2. 終末期在宅輸血カンファレンス（新規） 
3. 長期フォローアップ外来 問診票改正  

 きょうだいの日（年２回 継続） 
 小児緩和ケア勉強会（新規） 

 経験者・家族キャンプ（年２回 継続） 
 がんの子どもを守る会東海支部  
     講演会＆相談会（年1回 継続）  
 にじのかい（グルーフケア：年1回 継続） 
 三重県小児在宅看護研修会 テーマ:小児がん（新規） 



三重大学病院 長期フォローアップ活動 

 学童期以降に小児がんを発症したこども（n=112)     
                           の治療後経過年数と晩期合併症 
性別  
 男性 54％ 
   女性 46％ 
発症年齢 
 5～10歳 56％ 
  11歳以上 44% 

外来継続受診率 
（治療終了後） 
１０年：８８％ 
１５年：７３％ 
２０年：５２％ 
３０年：３３％ 



東海北陸ブロック 

ブロック内の連携活動まとめ 

✔  ︎東海北陸ブロック地域小児がん連携体制協議会 

✔ 北陸地域と結ぶアウトリーチ型の多職種研修会 

✔ 東海北陸ブロック内の相談支援部会 

✔ 東海北陸ブロック内小児がん看護師育成研修（計画） 

✔ ウエブを利用した検討会、セミナーの開催 

✔ 名古屋大学病院、三重大学病院の取り組み 


